
岩手県　グループホーム「ひまわり」

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）
自　　己　　評　　価　　票

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的なつきあいができるよ
うに努めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

地域を取り巻く、様々な関わりの中で生活を継続しております。特
にも運営推進会議を通して、地域行事の一環としてグループホーム
での小正月行事を開催していただいたりと、地域の皆さんとの距離
が縮まったと実感できます。他にも地域の敬老会から招待を受けた
り、同敷地内にある老人保健施設が開催する盆踊り大会に地域住民
と共にお誘い頂いたりしています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

スタッフミーティングの際に全員がそれぞれに思うグループ
ホーム「ひまわり」のイメージで意見を出し合い自分達やお
年寄りが「こうありたい」「こんな生活がしたい」という思
いを理念として掲げております。

事業所独自の基本理念は、見やすい所ということで、グループホー
ムの玄関に掲げております。理念と一緒にお年寄りの顔写真が飾ら
れお年寄り一人ひとりの思いに寄り添い日々の関わり（ケア）の中
での実践に取り組んでおりますが、その中で生じる関わりのズレの
修正やスタッフ同士の意見交換の場として、毎月2回事業所スタッフ
ミーティングを開催し、関わりの課題等について定期的な見直しを
行っております。

今年度は運営推進会議の協議事項のなかに、自分がグループ
ホームで生活する場合どんな生活を送りたいですか、また、
どんなことを希望しますかとして、ご家族や地域の方々の意
見も伺い共に考えるという取り組みを行うことができまし
た。理念の浸透、理解はしていただいたと思います。

１．理念と共有

3

項　　目

基本理念の構築は、是非とも毎年継続して行っていきたい
と考えております。年度の始めには人事異動もあり、新し
いスタッフ体制となるため、そのスタッフ全員が関わって
掲げた理念のもとに、日々のお年寄りのケアに携わりたい
と考えております。

○

理念の実践と共有への現状として、お年寄りとスタッフが同じ時
間を共有し時を刻みながら一緒に生活をという、漠然とした感じ
もあり実現につながるのがはっきりしていないように思うとの意
見も出るなど今後の課題もありますが、スタッフが、気持ち、目
指すべきものを同じくする事が大切だということが共有できてお
りますので実現に向けて日々取り組んでいきたいと思います。

4

地域と交流できる行事を更に増やしていきたいと考えてお
ります。また、お年寄りの方々は本当に子どもの笑顔、表
情をとても喜ばれます。定期的に保育園を訪問させていた
だいたり、訪問していただいたりといった取り組みも行い
たいと考えております。

２．地域との支えあい

地域の方々との交流の場を普段から設けるように配慮してお
りますが、その一例として、毎日近所のスーパーに買い物に
出掛けております。そこでは、知り合いからはもちろん、顔
見知りの人からも「今日も来てたの・・」など声をかけてい
ただき、ちょっとした会話が生まれます。また、運営推進会
議などを通して、気軽にグループホームに来所していただく
ように案内をしております。

5 ○

○2

取り組んでいきたい項目

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村とともに
サービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

「利用者の支援を基盤」ということで、運営推進会議を活用
させていただいております。会議では、利用者の生活の支援
という視点の他、地域の高齢者の方々にも目を向け、近隣の
居宅介護支援事業所のケアマネや、見守りサポーターの方も
お招きして「地域における高齢者の様子」ということで情報
交換をさせていただく機会を設けております。

自己評価及び外部評価の実施に向け、実施する意義等につい
て事業所ミーティングを通して全スタッフで話合いを行って
おります。自己評価については、全スタッフで行い、その意
見を集約して、自己評価をさせていただきました。

自己評価を行った後、それを全スタッフで振り返り、今後
のお年寄りとの関わり（ケア）に活かしていきたいと思い
ます。併せて、外部評価の結果も踏まえて見つめなおして
いければよいと考えます。

普段から言葉使いなどを気をつけるなど配慮しております。言葉
使い一つでも、一歩間違えれば、虐待に繋がる要素を持ち得てい
るため、関わりの基本となる言葉使いについては、今後共、徹底
して気をつけて行きたいと考えます。又、全てのスタッフが参加
した、高齢者虐待についての勉強会を実施したいと考えておりま
す。一度に全員が集まることは難しいため、勉強会のもちかたや
進め方についても検討が必要と考えます。

11

この運営推進会議には、グループホームの管理者の他、毎回2
名程度のグループホームスタッフが交代で参加させていただい
ております。今後の課題としては、何らかの形で全スタッフが
継続して会議に関わっていける工夫をすることであると思いま
す。併せて、毎回の会議の様子を全ては伝えきれていないのが
現状としてありますので、その部分も改善していこうと考えて
おります。

6

7 ○

３．理念を実践するための制度の理解と活用

運営推進会議では、サービス利用状況の他、行事実施報告、
認知症ケア向上等のため参加させていただいている研修会へ
の参加報告、研修受け入れ状況などについても報告を行い、
委員の皆様からアドバイス等をいただいております。そこで
いただいた意見を、ホームに戻りサービスに活かせるよう心
がけております。

8

10 ○

権利擁護については、主に外部研修を通して学ぶ機会をいた
だいております。しかし、専門的な学習としては、まだ足り
ていないと考えます。全スタッフがこのような外部研修を受
けていないのが現状です。

9

今年度は事業所で企画した季節毎の行事や家族会などにご参
加いただけるご案内は敬老会のみとなってしまいましたが、
ご家族様からの困りごとの相談がありました時にはすぐ市町
村担当者の方に相談に伺うなど連携は出来ていると思われま
す。その事がサービスの質の向上にも繋がっているものと思
います。

○

権利擁護に対する知識や認識、そして、実際に関ること
は、認知症高齢者と多くの関わりをもつ立場にある、グ
ループホーム職員にとっては重要であると思います。現実
としてお年寄りの中に身近な問題として起こりました。ス
タッフ全員が制度の理解を出来るよう研修を受けたスタッ
フが中心となり事業所で勉強会を開くなど、今後取り組み
たいと考えます。

全スタッフが法律そのものを詳しく学ぶ機会は、現状として
もてていないというのが現状です。入所の他、ショート・通
所介護も事業として展開しておりますので、高齢者虐待が行
われていないかについては、常に利用者の心身の状態を観察
し、ちょっとした変化も見逃さないようにしております。

○

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

４．理念を実践するための体制

13 ○

グループホーム内における取り組みは継続して行っていく
ことはもちろんですが、法人内の他事業所で発生した苦情
等の事例についても、引き続き法人内で定期的に実施して
いる主務者会議などを通して、解決のための方法や今後の
取り組み方について継続して協議していきたいと考えてお
ります。

12

契約の締結・解除については、サービスを利用する前に、利
用者及び利用者家族に対して、契約書及び重要事項説明書を
用いて説明をしております。その上で署名・捺印をいただい
ております。また、不安を残さないよう、その後も何か不明
な点があれば、お話いただけるよう伝えております。

相談及び苦情受付を設けている旨、契約書及び重要事項説明
書に記載しております。また、見やすい場所ということで、
グループホームの玄関にも掲げております。現在のところ、
苦情等の受付はありませんが、事案が発生した際は、担当ス
タッフが迅速に対応する仕組みとなっております。

15 ○

年に一度、家族アンケートを事業所独自で行っておりま
す。その結果を日々のケアに活かしていきたいと思ってお
ります。また、外部者へ表す機会として、外部評価の際に
実施される家族アンケートを活用させていただいておりま
す。家族アンケートは今後とも続けていきたいと考えてお
ります。

14

お年寄りの普段の生活の様子の説明は、ご家族が来所された
時は勿論ですが、なかなか来所できないご家族のために、毎
月の利用料の請求時、一月の様子を日別に記した日誌を一緒
に届けております。併せて、お小遣いの状況についても領収
証とともに報告しております。尚、お年寄りの様子等、変化
がある時はその都度報告や相談を行っております。

家族等の意見、不満などは、ケアプランの見直しの際や、家
族会、用事があり電話でお話をさせていただく時など、機会
がある毎に伺っております。

運営という視点から、現在、、グループホーム内で行って
いる共用型デイサービスについての検証を行っておりま
す。今までにはなかったサービス形態の事業を運営してき
たということで、法人本部と一緒になり、振り返っており
ますが、この検証は今後とも継続して行っていきます。

17 ○
今年度は、お年寄りの重度化による遅番勤務者の業務負担
の見直しを行い勤務開始時間の変更を行いました。引き続
き柔軟な対応に向けた勤務の調整に努めたいと思います。

16 ○

運営者ということで、法人の総所長が中心となり、法人内全事業所
の主務者による会議を開催しております。その中で、それぞれの事
業所が抱えている課題等を皆で検討するなど、法人内の事業所の運
営に活かす取り組みを行っております。事業所の管理者が独自に、
運営に関する意見を聞く機会としては、毎月2回の事業所ミーティン
グなどがありますが、その中では、事業の運営について話す機会を
もつこともあります。

認知症ケアをより手厚くするために、人員基準よりも多くの
人員配置で対応しております。突発的に発生する利用者の病
院受診を始め、その都度勤務を変更・調整しております。急
な勤務変更もあるため、普段からスタッフ間の協力体制への
理解を多く必要としており、現状としてスタッフからは多く
の理解と協力をいただいております。

人事異動の度に、スタッフも少なからず動揺があると考え
ます。それが適度な刺激になれば良いのですが、それがお
年寄りへのケアにも直接影響があることも考えられます。
どこの事業所へ配属となっても早く対応していけるよう、
普段からスタッフの資質向上のために、事業所毎に、ま
た、法人全体でも取り組んでいきたいと考えます。

18 ○

毎年、定期的に法人内で人事異動が実施されております。そ
の際は、出来るだけ大幅な異動は避けるよう配慮しておりま
す。人事異動後も、事業所内に混乱が起きないように、段階
的に異動するなどの対応を行っております。人事異動につい
ては、ご家族からも、最小限にしていただく様、要望が出さ
れており、その意向にも配慮しています。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

利用を希望される場合のほとんどは、ご家族による都合が多い
のが現状です。まずは、ご家族の話を徹底的に聞くという姿勢
をとっております。そして、その現状は現状として受け止めて
おります。その後、本人同様、何が困っているのか、何を必要
としているのかを把握するよう心がけております。このような
コミュニケーションは利用に至るまで数回実施しております。

５．人材の育成と支援

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

24

19 ○

この分野は、今後、更なる取り組みが必要であると考えます。ス
タッフの育成は、やがては、直接的なお年寄りのケアの向上に留
まらず、家族との関係であったり、地域との関係であったり、
様々な社会資源と有効に関わりをもつためには必要不可欠である
と考えます。働くスタッフ自身のためにもなります。それぞれの
スタッフが、自発的に自己実現に向けて取り組めるように、法人
や事業所としても全面的にバックアップが必要と考えます。

法人全体として取り組む事項であると考えます。スタッフの
経験や役職に応じて、外部研修を積極的に受講していただい
ております。その中では、スーパービジョンやコーチングに
ついて学んでもらうことを目的としております。そして、そ
れらを実践するスタッフもまた、謙虚さを忘れることなく、
人材の育成という視点にたって日々の業務に取り組んでおり
ます。

21 ○

スタッフが仕事に対して、ストレスを感じないようになる
には、様々な取り組みが必要と考えます。「なぜ勤務終了
時間に帰れないのか」という題目で、何をストレスと感じ
ているかを挙げてもらい、それを一つ一つ検証することも
皆で取り組みました。今後も様々な取り組みを必要と考え
ます。

20

身近な所では、事業者連絡会に参加させていただいたり、年
に数回実施される同業者が集まる交流会に参加させていただ
く機会をいただいております。又、グループホームに限って
は、県グループホーム協会で毎月実施される定例会に参加さ
せていただいており、毎回、多くの気付きを得ております。
その後のお年寄りへのケアにも活かされております。

働くスタッフの心身が健康でなければ、お年寄りに対して良
いケアを提供することは出来ないと考えます。全スタッフの
面接を実施しており、悩みを聞く機会は設けておりますが、
奥底に秘めている悩みや心配事などストレスと感じているこ
とを、一緒になり考えていけているかについてはまだまだ課
題が多いと考えます。

23

22

人事考課について取り組みを始めております。しかし、ケア
の場面では、それが成果として客観的に実証することが、難
しいことも多いのが事実です。また、人が人を評価するには
評価する側の主観が入り過ぎる危険性もあるため、慎重に取
り組んでいきたいと考えます。

相談の際には、家族と共に、利用を希望される本人からも意
向を伺うようにしております。認知症の方であるため、その
関わりの際は慎重に行っております。基本的な姿勢として、
話を聞くことに重点をおき、何が困っているのか、何を必要
としているのかを理解するように心がけております。このよ
うな関わりを利用までに複数回実施しております。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本
人から学んだり、支えあう関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えて
いく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

25

相談を受けた際は、客観的に話を伺うように心がけておりま
す。家族とご本人同伴の場合、家族の訴えの方が強く相談を
受ける側に伝わる傾向があります。ケアマネ同伴の場合は、
ケアマネと共にその家族と本人がおかれている現状について
把握し、適切な関わりの方向性を模索していけるように心が
けております。

すぐにいきなりサービス利用となるのではなく、一度、事業
所に遊びに来ていただき、他のお年寄りやスタッフとお茶を
飲んでいただきながら、まずは雰囲気を感じていただくよう
な関わりを実践する方針となってます。希望であれば、ご家
族も同伴していただく予定です。ご家族にもいつでも気軽に
来所していただきたい旨お伝えします。

お年寄り、スタッフは一緒に生活し、楽しみ、日々の関わり
の中で喜怒哀楽を共にしております。普段から楽しみ事も一
緒に楽しむよう心がけております。ご本人の気持ち、感情を
理解し、感じ、そこからまた新たなことを学んでいけるよう
心がけております。

お年寄りのバックグランドを知ることが、その人を知ることの始ま
りと考えております。その中でも、それぞれのお年寄りの馴染みの
場所ということで生家や嫁ぎ先を訪問する「ふるさと訪問」を、不
定期的ではありますが実施しております。ご家族や他のお年寄りも
一緒に訪問することから、本人、家族、他のお年寄り、スタッフの
皆で同じ時間や空間を共有することができ、その後のお年寄りとの
関わりにも大きく影響しています。

30 ○

嫁ぎ先や生家を訪れる「ふるさと訪問」だけにとどまら
ず、ご近所に住んでいらっしゃる姉妹のお宅に訪問するな
ど積極的に馴染みの場所を伺い、その場所にも訪れてみる
取り組みを実践しております。これからも様々なお年寄り
の馴染みの場所訪問を行いたいと思います。

お年寄りの生活を支援させていただく際、お年寄り同士のな
じみの関係を大切に考えております。お年寄り同士の関係
が、できるだけ自然に良い状態がもてるように、スタッフも
状況に応じてメリハリをつけた関わりを行っております。食
事の際も同じテーブルを囲み、お互いが気持ち良くいられる
雰囲気作りを心がけております。

31 ○

お年寄りが一同に集まり、賑やかに会話を楽しむ時間とし
て、朝礼の時間を設けております。そこでは日付確認を行
いながら、リアリティオリエンテーションや回想法を交え
た会話が飛び交っておりますが、このようにお年寄り全員
が集まる時間をもう少し増やしてみるのも良いのではない
かと考えております。

家族との関わりは、お年寄りの生活を支援させていただく上
で、非常に重要な関わりの一つと考えます。家族会などで
は、家族も一緒になりながら楽しめるよう考えております。
お年寄りとご家族とスタッフが同じ方向を向きながら関わっ
ていけるよう心がけており、実践しております。

○

ご家族が気軽に、気持ちよく来所できるような雰囲気をだ
せるように、普段からスタッフも明るい挨拶が出来るよう
にしております。今後とも、常に気持ちの良い対応が出来
るように心がけていきたいと考えております。

28

29

家族との関係を絶やさないよう、工夫しております。いつで
も気軽に来所できる旨伝えており、また、いつでも突然でも
一時帰宅できる旨つたえております。なかなか会えないご家
族にも、お年寄りの状況は一月の様子を日別に記した一行日
誌を毎月定期的に届けております。

26

27

「ひまわり」では、共用型デイサービス、短期利用といっ
たサービスの事業も併せて実施しておりますが、最近入所
された方、その前に入所された方どちらの方もこのサービ
スを利用されていた方の入所となってます。馴染みの関係
が出来ている方が入所となるのは、お年寄り、ご家族、ス
タッフにとってとても安心できる環境のもと移行出来るこ
とが実感としてあります。

○

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らないつきあいを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

介護計画（ケアプラン）は、一人のお年寄りに全員で関わり
ながらアセスメントを実施して、それをもとにして作成され
ております。一度、スタッフ間で協議した後、それを原案と
いう形で、ご本人やご家族に見ていただいております。そこ
での意見や意向を盛り込み最終的な完成としております。

介護計画の見直しは、ご本人やご家族、スタッフと行ってお
ります。しかし、この見直しについて、期間に応じ満足した
見直しが出来ていないという反省があります。見直しは実施
しているものの、もう少し、細やかな介護計画の見直しを
行って行く必要があると考えます。

お年寄りがお亡くなりになり、サービス利用が終了した場合
においても、いつでも気軽にグループホームに遊びにいらし
ていただくように伝えております。運営推進会議において
も、元利用者家族としてご参加いただいたこともありまし
た。

アセスメントを行う際に、そのお年寄りの願いや希望、想
い、嗜好などを把握するように努めております。実際にご本
人から伺ったり、ご家族から伺ったりしています。それでも
不十分な所もありますが、その際は関るスタッフの想いも取
り入れながら、想いや意向の把握に努めております。

日中の過ごし方について、出来るだけご本人の意向も取り入
れながら楽しく生活していただくように考えております。毎
日の暮らしの現状の振り返りにより、お年寄り主体の生活に
近づける努力や工夫の必要性が見えてきており、改善に向け
て日々模索しております。日々の健康状態については、看護
職員と連携をとりながらその把握に努めております。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35 ○

○

37

○

34 ○

関わるスタッフの想いも聞き入れながら、本人の想いや意
向の把握に努めております

そのお年寄りのバックグランドを知れば知る程お年寄りを
知り、また理解することに繋がると考えます。この取り組
みは、ご本人を始めご家族や地域の力も借りながら継続し
ていきたいと考えます。

33

そのお年寄りのアセスメントを行う際に、お年寄りが長く馴染まれ
てきた場所であったり、人の付き合いであったり、出来るだけ多く
のことを知る取り組みを実施しております。また、在宅サービス等
を利用していた方が入所となる際は、ご家族を始め、担当ケアマネ
とも十分な情報交換や意見交換を行っており、必要としているサー
ビスを提供できるよう努めております。

32

お年寄りの生活の現状を把握する取り組みは、大切なこと
であり今後とも継続して行いたいと考えます。把握するに
留まらず、少しでもお年寄りの希望が多く叶えられるよう
な日々の暮らしに近づけるように、取り組んでいきたいと
思います。

今後は更に、より多くの視点を大切にした介護計画を作成
していきたいと考えます。地域にある様々な社会資源を
もっと活用していければ良いと考えています。お年寄りご
本人のための介護計画であることから、スタッフの想いが
先行してしまわないよう、留意して行きたいと考えます。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケ
アマネジャーやサービス事業者と話し合い、他
のサービスを利用するための支援をしている

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

日々の様子は個別のケース記録に記しております。その他、
申し送りノートを活用して、気になる事などを書き込み情報
の共有を図りながら、継続して記録を行っていけるようにし
ております。それにより、日々の関わりの方向性が確認で
き、その蓄積が介護計画として活かされている事例もありま
す。

現在、ショートステイと共用型デイサービスの事業も併せて
実施しております。ショートステイでは、共用型デイサービ
スの利用者が交代で利用されることが多く、馴染みのスタッ
フのもと馴染みの顔に囲まれながら、安心して利用していた
だいております。本人や家族の希望にも可能な限り対応して
おります。

39

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

お年寄りの生活の支援の充実もその大きな目的として、運営推進会
議を開催しておりますが、その会議には民生委員を始め、議題に
よっては消防や警察の方々にも参加していただいております。ま
た、市が運営する公的施設（世界の椿館等）を地域との交流という
こともあり、無料開放していただくなど、ありがたいご配慮をいた
だいており、直接的にお年寄りが満足するという形でサービスが提
供できております。

市に登録しているボランティア団体がありますが、各団体
を招いての催し物を開催していきたいと考えております。
また、子供の笑顔やしぐさにお年寄りは本当に喜ばれま
す。今後も保育園や小学校等教育機関との協力も行いたい
と考えております。

41

40 ○

現状として、他のサービス利用についての具体的な協議はし
ておりませが、運営推進会議を通して地域の他のケアマネー
ジャーと意見交換をする機会は設けております。特にも社会
資源をどのように有効活用しながら、サービスを提供してい
くかについて模索しております。

38

43

42
地域包括支援センターとは、運営推進会議を通して関わりを
もたせていただいております。現状で提供しているサービス
を報告し、それに対して意見をいただいております。

何らかの疾病により、入院する時も、退院する際も常に本人
やご家族やの希望を優先し、かかりつけ医の医学的な見解を
踏まえた上で、事業者側が一緒になり考えて関わりの方向性
を見出しております。また、病院受診も家族の力は借ります
が、任せきりにせず事業者側も積極的に関らせていただいて
おります。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、
また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。
あるいは、そうした場合に備えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行い、
住み替えによるダメージを防ぐことに努めてい
る

45

44

グループホームに入居しているお年寄りの主治医とは、常に
報告・連絡・相談をするように心がけております。ありがた
いことに、事業者側の相談に対しても快く応じて下さってお
ります。

グループホームのスタッフとして看護スタッフも関わらせて
いただいております。日々の健康管理は勿論ですが、毎日の
ように顔を合わせておりますので、ちょっとした体調の変化
も見逃さずに対応しております。

47 ○

重度化や看取りについては、かかりつけ医とも十分なコ
ミュニケーションをとらせていただいております。また、
主治医による看取りの勉強会の開催も行うなど方針の共有
に向けて取り組みを行っております。

46

今年度は幸いにして入院された方はおりませんが、以前に、
入院が必要となった時は、そのお年寄りの経過記録を報告す
ることはもちろん、普段の様子も詳しく伝えるようにしてお
ります。入院後もスタッフが毎日交代でお見舞いに伺うなど
常にお年寄りの状態を把握できるようにしております。

事業所独自の「重度化及び看取りに関する指針」を定めてお
り、ご家族へも説明をしており、意向も伺っております。本
人からも確認が出来る方には、表現に気をつけながら意向を
うかがっております。

今後の取り組み課題でありますが、事業所として「できる
こと」と「できないこと」を、全スタッフが関わりながら
明確に見極めていくことを実践していきたいと考えます。
見極めの際も、答えを急がず様々な角度から検証していき
たいと考えております。その際には、主治医の言葉にあっ
た「その時がきたならば、自然にまかせ慌てることなく」
を念頭におき、ご家族との連携を密にし取り組んでいきた
いと思います。

49

48 ○

特にも重度化と向き合うことについては、日々の関わりの中
で模索しながらより良い関わりができるように検討しており
ます。その中でも、「現状・目標」を念頭に置きながら関わ
りの実践を行っております。

自宅からグループホームへ入居となったお年寄りに対して
は、ホームでの生活の様子などを、事前に本人やご家族に伝
えたり、実際に来所していただくなどの機会を設けておりま
す。また、環境の変化による混乱を少しでも防ぐために、普
段自宅で使用していた家具や布団類、小物まで可能なだけ持
ち込んでいただいております。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

お年寄り一人一人の嗜好を知るための取り組みは行っており
ます。好きなものを、日常的に満足した状態で楽しんでいた
だいているかは、今後の課題と考えます。お酒やたばこを楽
しむ機会はあまりないのが現状です。

１．その人らしい暮らしの支援

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○

○54

53

今後とも、お年寄り一人一人の嗜好の把握に努め、お年寄
りが幸せを感じていただける時間を少しでも多く提供でき
るように取り組んでいきたいと考えます。

55 ○

プライバシーや誇りに配慮し、普段から言葉使いについて
は、気をつけております。時おり、親しみを感じるあまり身
内に接する様なうっかり出てしまう不適切な言葉使いや対応
に対しても、スタッフ間で声を出し合い、直すよう取り組ん
でおります。

食事の食材は、毎日、近所のスーパーに出向いて購入してき
ます。その際に店頭に並んでいる商品をみて、おいしそうな
ものがあれば、お年寄りの意向に合わせて購入しておりま
す。また、食事の支度も座ったままできる下ごしらえなどを
工夫しながら、多くのお年寄りに関わっていただけるよう配
慮しております。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

日常的に行われる身だしなみを整える支援や毎日着る洋服
を選ぶ支援などは、お年寄りの意向を十分に汲み取った支
援が思うようになされておりません。洋服を選ぶ支援につ
いては、毎日の生活支援のなかで当たり前に行われる支援
であるように取り組んでいきたいと考えております。

買い物の支援では、出掛けるお年寄りが同じお年寄りに
偏ってしまう傾向があります。出来るだけ、多くのお年寄
りをお誘いしながら買い物の支援を行いたいと考えており
ます。食事作りの支援でも、もっとお年寄りの料理につい
ての知識や知恵を発揮していただく場面を多くもてるよう
に取り組んでいきたいと考えます。

お年寄りの生活構造は、お年寄り自身に決めていただき、
創っていただくのが望ましいと考えますが、満足に出来て
いないところがあります。外出支援でも、入浴支援にして
も、職員の都合が優先されることも時にはあるという現実
もあります。九人のお年寄りそれぞれに希望が叶う生活の
支援ができるようにしていきたいと考えます。

（１）一人ひとりの尊重

50

○

日常生活の様々な場面において、お年寄りの意向を伺った
り、選択していただく機会をもてるように配慮しながら関っ
ております。同じ問いかけでも、お年寄りにとってストレス
を感じさせないような伺い方になるよう注意するなど、一人
一人のコミュニケーション能力に応じた関わりを心がけてお
ります。

出来るだけ多くのお年寄りの希望が実現できるように、その
都度意向を伺いながらお誘いするようにしておりますが、一
人ひとりのペースに合わせた関わりやその希望全てに応えき
れていない現状もあります。

要望がある場合は対応しております。行事や外出の時には、
普段よりおしゃれな洋服を着ていただけるよう勧めておりま
す。床屋もグループホーム入居前に利用していた理容室にお
世話になるなど、本人の意向に添った支援を行っています。

51

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出かけられる機会をつくり、支援している

言葉掛けひとつにしても自尊心を傷つけないよう心がけ、
気持ちよく排泄できるような空間の提供を行いたい。ま
た、トイレでの排泄を心がけお年寄りの言動などのサイン
を見逃さないよう今後とも実践していきたいと考えており
ます。

57 ○

入浴にお誘いする時間帯について、見直していきたいと考えま
す。現在はほとんど日中のうちに入浴していただいております。
一人ひとりの希望やタイミングに合わせ、より気持ちよく入浴し
ていただけるよう、今一度お年寄りの目線で振り返り、関わり方
を見直していきたいと考えておりますが職員の勤務体制等難しい
ということも事実としてあります。

56 ○

一人一人の排泄支援に要する具体的な関わり方をアセスメン
トした後、個別に支援しています。声かけだけで良い方、見
守りも必要な方、積極的な関わりが必要な方とそれぞれに合
わせた排泄支援を実施しております。又、排泄記録による排
泄パターンやコツを理解し無理なく気持ちよく排泄していた
だけるように努めております。

入浴する際は、意向を確認できる方からは必ず伺ってから入
浴へお誘いしております。意思の疎通が困難な方へも、「入
浴いかがですか・・」と必ず伺ってからお誘いしておりま
す。入浴中は、楽しく気持ちよく過ごしていただくために会
話を多くし、沢山の活き活き発言を引き出せるように心がけ
ております。

59 ○

まだまだ知らないその人らしさを発見できるように、一人
一人のお年寄りと、今後とも出来るだけ多くの関わりをも
ちたいと考えます。ご家族や知り合いからの情報も活用さ
せていただきながら、継続して実践していきたいと考えて
おります。

58

睡眠される場合は、普段から使い慣れている布団を自宅から
持ち込んでいただき使用しております。布団も、季節や気温
に応じて本人にも伺いながら調整させていただいておりま
す。他にも、日中に休息する場合、ソファーや安全に配慮し
た椅子を用意しており、環境面でも配慮しております。

そのお年寄りのバックグランドを知ることにより、長く馴染ま
れてきたことや興味、関心があることをスタッフは共通して認
識するようにしております。それをもとに関わりのヒントを見
つけ、一人ひとりに合った役割を持っていただくことで楽しみ
や達成感など感じていただけるよう支援している。常にお年寄
りの「力の発揮」を意識して取り組んでおります。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

61 ○

お年寄り一人一人の外出について、希望通りの支援をする
ために工夫を行っております。毎日、必ず全員の希望を叶
えることは難しいので、例えば、その日の出掛け先で、地
域の伝統行事を見に出掛けるなら、ゆかりのあるお年寄り
を優先してお誘いするといったようなちょっとした工夫を
行っております。

60

何人かのお年寄りは、ご家族の了承のもと小額の現金を管理
されております。現金を持っていることで、安心感を感じて
おり、スタッフはその様子を見守りさせていただいておりま
す。また、日常の買い物の中で、会計の際に財布を渡し、現
金を出して支払っていただくなど、場面場面で関っていただ
いております。

毎日のように買い物、ドライブ、地域行事への参加等外に出
掛ける活動は行ってます。お誘いする場合も、本人の意向を
伺いながら行ってはおりますが、必ずしも全員ご希望通りの
支援ができていないのが現状であり、今後の課題と考えてお
ります。

外出することは皆さん大変喜ばれます。沢山の珍しいもの、きれ
いなもの、また、懐かしいものを見に行くなど、外出支援の充実
を図れるようにしていきたいと考えます。家族会も定期的に開催
させていただきたいと考えております。「ふるさと訪問」により
その人の新たな発見に気付くこともありとても良い機会となって
ます。

62 ○

お年寄りの皆さんには、普段から行ってみたい場所を伺うようにし
ています。また、ドライブに行く際も、どんな所に行きたいか伺う
ようにしております。また、昔の馴染みの場所や実家に出掛ける
「ふるさと訪問」を実施し昔を懐かしんでいただく機会をつくって
おります。その他、「家族会」による遠出、「食事ツアー」などを
設けております。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではなく、
一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り組
みをしている

○事故防止のための取り組み

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

63 ○

書くことは難しい方が多いのですが、読むことは多くの方
が出来ますのでご家族と相談しながら手紙を出していただ
いたりといった繋がり作りの支援を行っていきたい。また
電話使用の支援についても、今後、ご家族と相談させてい
ただきながら行っていきたいと考えております。

手紙のやり取りは、残念ですが本年度は実施できておりませ
ん。ご家族との年賀状のやり取りは毎年欠かさず行っており
ます。

65

64

ご家族には、気軽にいつでも突然でも訪問していただきたい
と伝えてあります。訪問していただいた際も、気持ちよく過
ごして頂くために、明るい挨拶を心がけるなど雰囲気作りに
も気を配っております。また、本人とゆっくり話しができる
ように居室へ案内したり、少し離れた場所に案内することも
あります。

身体拘束を様々な視点からとらえ、物理的な身体拘束や心理
的な身体拘束ど、常に気をつけながら取り組んでおります。
最低限の安全を確保しながら、日々の関わりを行っておりま
す。

（４）安心と安全を支える支援

67 ○

グループホーム内であっても、常にお年寄りの所在は安全の為に
確認するようにしておりますが、併せて、スタッフ同士の所在の
確認も行っております。スタッフがその場から離れるときも、お
互いに声かけを行います。これは、お年寄りの安全を確保する上
で、非常に大切な事と考えています。今後とも徹底して行ってい
きたいと考えます。尚、排泄支援の際、見守りのためドアが開き
過ぎていることが多いので、改善していきたいと考えます。

66

玄関の鍵は、日中は掛けておりません。夜間については、安
全の確保のため、施錠させていただいておりますが、お年寄
りの希望があれば、外にでることも可能です。居室の中の窓
については、安全の確保のため、自由に窓の開く範囲を普段
は少なくさせていただいております。

付き添いが常に必要なお年寄りには、常に付き添い安全に配
慮しております。お年寄りのホーム内での所在の確認も、表
現に注意しながら、常にスタッフ間で確認させていただいて
おります。また、申し送り等でお年寄りの話をする時は、誰
のことか分からないよう、名前を出さないなどの工夫をして
おります。

69 ○

取り組みは行っているものの、具体的な事例を出しながら
の勉強会を開催したり、マニュアルの再点検を実施したい
と考えます。マニュアルに頼りすぎずに、常に、起こりう
る事故を想定しながら日々の業務に携われるように取り組
んでいきたいと考えます。

68

そのお年寄りの状況に応じて、危険を予測し、注意の必要と
なる物品の置き場所を工夫させていただいております。ま
た、その時点で危険はなくとも、「いつかは危険な状態にな
るかもしれない・・」という意識を常にもちながら日々のケ
アに関らせていただいております。

場面場面で危険を予測し、事故が起きないように心がけてお
ります。事故に繋がらない場合でも、ヒヤリハット報告を活
用しており、その事例を共通認識するようにしております。
万が一事故が起こった場合に対処するために、看護師や薬剤
師を招いての勉強会、避難訓練などを開催しております。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、日
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした対
応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

今後は、救命救急訓練を定期的に、継続して行っていきた
いと考えます。

71

70 ○

救命救急訓練は行っておりますが、定期的に行うまでには
至っておりません。利用者の急変に対する対応の仕方は定め
られております。その際は、隣接する診療所の協力をいただ
きながら対応しております。

防災訓練は毎年、実施しております。避難訓練についても、
昼のみならず、夜間避難訓練も実施しております。地域の
方々の協力をいただきたいとのことで、現在、運営推進会議
を通して、相談させていただいております。

73

72

利用開始時は勿論ですが、長く入居されているお年寄りのご
家族に対しても、お年寄りの心身の状態に応じて起こり得る
リスクについて説明させていただいております。普通の生活
を保ちながら、最低限の安全を確保するための方法を一緒に
考えて実施しております。

日々の健康管理は看護スタッフを中心に行っております。い
つもと違う様子や、ちょっとした変化も見逃さないように、
全スタッフが連携してお年寄りの様子観察を行っておりま
す。また、急な受診は必要がないと思われるときでも、主治
医に連絡し、報告及び指示をいただいております。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

誤薬や飲み忘れが発生しないよう、確実にお年寄りに服薬
していただけるように、マニュアルを作成し、常に見直し
て使用しております。今後とも、マニュアルの見直しをし
ながら、質の高い服薬支援を継続していけるようにしてい
きたいと考えます。

75

74 ○

全てのお年寄りの服薬管理をさせて頂いております。服薬の
際は、ご本人に確認いただいた後にお勧めしています。尚、
お年寄りが服薬されている薬については、スタッフ全員で把
握しておりますが、副作用や用量について完全に理解・把握
しているには至っていない場合があります。看護スタッフを
中心に、質の高い服薬支援に努めて行きたいと考えます。

普段の食事作りで便秘予防のために、食物繊維を多く摂れる
ような工夫や、水分を多く摂るための工夫、乳製品を召し上
がっていただいたりと様々な工夫をしております。下剤を使
用するお年寄りは、排便周期と下剤の用量について、主治医
と相談しながら排便の様子をみています。また、全員、排便
記録を活用しております。

76
毎食後、歯磨きやうがいを実施しております。声かけで良い
方、付き添う事が必要な方、全て支援が必要な方、それぞれ
の状態に応じて支援させていただいております。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝
炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

掃除や草取り、ガラス拭きなどは、スタッフだけではな
く、お年寄りの力も借りながら行っておりますが、もう少
し行いたいと思っております。毎日、ちょっとした時間や
タイミングで良いので日常的にスタッフが気付いて、お年
寄りと共に行っていきたいと考えます。

81 ○

機能訓練や趣味活動での季節感を採り入れる作品づくりを
充実させ達成感や満足感に繋げると共に居心地よく過ごせ
るような工夫をお年寄りと共に行っていきたいと考えま
す。

80 ○

玄関周りは、いつもすっきりと整理するように心がけており
ます。建物周りも綺麗にしておきたいと、掃除や草取りなど
を行っております。また、以前、門から玄関までの通路は夜
暗くて危険だったがセンサーライトを取り付けることで改善
された。玄関に入ってからは、利用者の写真や手芸などの作
品を飾り日常の活動が分かりやすいよう工夫している。

共有の空間は、まず、清潔第一を大切に考えております。そ
の上で快適に利用できるよう花を飾ったり、光量コントロー
ルを行ったり、香りを工夫したりしております。また、季節
毎の飾りつけを行い、皆でその雰囲気を楽しんでおります。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

77

不定期ではありますが、厨房の栄養士と連携をさせていただ
きながら栄養摂取や水分確保の支援をさせていただいており
ます。例えば、水分を摂りずらい方のためにお茶で作ったゼ
リーを召し上がっていただくなどの工夫をしております。

79

78

法人内に感染症委員会が設置してあり、感染症が心配される
時期などには委員会を開催しております。感染症が発生した
場合は対応方法について協議し、また、予防の観点からも取
り組みを決めて実施しております。グループホーム内でも、
独自の取り組みがあり、毎日実践しております。

毎食の食器や調理器具の消毒は欠かさず行っております。食
材も新鮮なものを購入してくるように心がけており、特に生
ものは使い切るよう工夫しております。食中毒予防は、法人
の感染症委員会と連携しながら取り組んでおります。

82

お年寄り同士の関係作りも大切な支援と考えております。リ
ビング内には、ゆっくりと座れるソファーや、ちょっとした
和室、また、廊下にも一休みできる場所を用意しておりま
す。少しの時間、自室で一人になりたいと思うお年寄りに
は、見守りをしながらではありますが、お過ごしいただいて
おります。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのものを
活かして、本人が居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

85

83 ○
部屋を部屋らしくしたいと考えます。お年寄りやご家族に
相談しながら、部屋の中の環境整備も含めて考えていきた
いと考えております。

各居室の物は、布団や箪笥、洋服を始め出来るだけ自宅で使
用していたものをお持ちいただいております。家具の配置も
希望に合わせております。

84 ○

お年寄り一人一人、もっている力を活かせるように「でき
そうなこと」をご家族やスタッフと一緒に考えながら探し
ていき、役割として行っていただけることを、一つでも多
く見つけられるように取り組んでいきたいと考えておりま
す。

温度や湿度の調節にほ気を配っております。また、換気も１
日２回の換気に心がけてます。暑いときには薄着で外の風を
利用し涼をとったり寒いときには服を重ねることで調節を工
夫したりと自然に近い方法での対応も行っております。にお
いの気になるトイレなどは必要に応じ芳香剤を使用して不快
と感じることのないように配慮しております。

浴室内やトイレ・廊下を始めお年寄りが必要とする場所に
は、お年寄りに合わせた手すりを設置したり、廊下には
ちょっと一休みできる場所を設けるなどの工夫をしておりま
す。ハード面でカバー出来ない所は、スタッフの関わり（ケ
ア）でフォローしております。

お年寄りの状態に応じて、コミュニケーションを図り出来る
範囲で無理なく、食事作りや掃除、洗濯といった場面で力を
発揮していただいております。失敗したときも、他のお年寄
りに配慮しつつ、さりげないフォローでお年寄りの自尊心を
傷つけない様にしております。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

加湿器も設置してあり、湿度管理も行っております。特
に、冬場は乾燥するため健康管理のためにも今後とも湿度
管理を、今まで以上に徹底して行っていきたいと考えてお
ります。

87

86 ○

ベランダやサンルームを活用しております。天気の良い日に
はテーブルを出し昼食をベランダでいただいたりのんびりと
お茶をいただいたりしております。また、洗濯ものを干す場
所としてお年寄りの力の発揮の場としても活かされておりま
す。建物の周りを散歩して併設している他事業所のお年寄り
やスタッフとの交流も実践しております。

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

①ほぼ全ての利用者の

○ ②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）



①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

○ ③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

○ ②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

96
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してくださ
い。）
グループホーム「ひまわり」では、何をするにもお年寄りを第一として考えて関るように心がけております。お年寄
りにとっての「楽しみ」や「喜び」は何なのかをお年寄りとご家族、職員と皆で考え、その「喜び」や「楽しい」時
間のなかで「笑顔」を大切にし、さらにはその時間をお年寄りと職員が一緒に共有、分かち合えることが重要だと考
えて理念にも掲げ職員皆で実践に取り組んでおります。安心して落ち着いて暮らし続けることができる環境を整えて
いけるように日々模索し続けております。なかなか思うようにいかないこともあり、試行錯誤の毎日です。そんな中
でも、お年寄りがふっとしたときに見せる笑顔を、少しでも多くの場面で、そして多くの瞬間にみせていただけるこ
とが、生活の支援をさせていただいている中で、目に見える一つの効果として表れているのだと思います。「お年寄
り本位」の姿勢を忘れることなく、お年寄りと一緒に楽しみながら、私たち職員も関わっていきたいと考えておりま
す。

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

（事業所名　グループホーム「ひまわり」）


